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(57)【要約】
【解決手段】　基地局の実施形態に係る装置、システム
および方法を説明する。ネットワーク内の移動局からの
通知を受信するとしてよい。基地局マルチキャリア構成
情報を含むマルチキャリア広告を送るとしてよい。基地
局マルチキャリア構成情報は、基地局が操作するキャリ
ア周波数に対応付けられている少なくとも１つのキャリ
アインデックスを含むとしてよい。他の実施形態も説明
および請求する。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　命令を有するコンピュータ可読格納媒体を備える物品であって、前記命令をプロセッサ
で実行することで、システムが、
　ネットワーク内の移動局から通知を受信し、
　前記移動局に対して構成バージョン番号を提供し、
　前記構成バージョン番号と、基地局が操作するキャリア周波数に対応付けられている少
なくとも１つのキャリアインデックスを含む基地局マルチキャリア構成情報とを含むマル
チキャリア広告を送る
　物品。
【請求項２】
　実行されることで、前記基地局が、ブロードキャストフラグがイネーブルされている場
合に、前記ネットワーク内の全てのキャリアインデックスについての構成情報を含むネッ
トワークマルチキャリア構成情報を有する前記マルチキャリア広告を送る、命令をさらに
有する請求項１に記載の物品。
【請求項３】
　実行されることで、前記基地局が、ネットワークマルチキャリア構成情報ブロードキャ
ストを送る命令は、実行されることで、前記基地局が、前記マルチキャリア広告を送った
後に経過した期間がしきい値を越える場合には、前記ブロードキャストフラグをイネーブ
ルする命令を含む請求項２に記載の物品。
【請求項４】
　実行されることで、前記移動局に対して前記構成バージョン番号を提供する命令は、実
行されることで、事前プロビジョニング処理、オーバー・ザ・エア・プロビジョニング処
理、および、ユニキャスト処理のうちの１以上によって前記移動局に対して前記構成バー
ジョン番号を提供する命令を含む請求項１に記載の物品。
【請求項５】
　実行されることで、前記基地局が、前記基地局が操作する、グローバルネットワーク構
成情報によって定義されている前記少なくとも１つのキャリアインデックスを含む近隣基
地局広告を送る命令をさらに有する請求項１に記載の物品。
【請求項６】
　前記少なくとも１つのキャリアインデックスは、前記少なくとも１つのキャリアインデ
ックスがグローバルネットワーク構成情報で定義されていることを含む請求項１に記載の
物品。
【請求項７】
　前記ネットワークマルチキャリア構成情報ブロードキャストはさらに、各キャリアイン
デックスに対応付けられているキャリア周波数の１以上のキャリア固有パラメータを含む
請求項２に記載の物品。
【請求項８】
　前記ネットワークマルチキャリア構成情報ブロードキャストはさらに、帯域幅およびデ
ュプレックスモードのうち１以上を含む請求項２に記載の物品。
【請求項９】
　前記基地局マルチキャリア構成情報ブロードキャストはさらに、プリアンブルインデッ
クスおよびメディアアクセス制御（ＭＡＣ）プロトコルのうち１以上を含む請求項１に記
載の物品。
【請求項１０】
　前記基地局マルチキャリア構成情報はさらに、基地局識別情報を含む請求項１に記載の
物品。
【請求項１１】
　ネットワークを介した移動局への通信のために基地局によって複数のマルチキャリア広
告を生成する段階と、
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　少なくとも１つのキャリアインデックスを含む基地局マルチキャリア構成情報を含む第
１のマルチキャリア広告を送る段階と、
　ブロードキャストフラグがイネーブルされている場合に、前記ネットワーク内の全ての
キャリアインデックスについての構成情報を含ネットワークマルチキャリア構成情報およ
び前記基地局広告を有する第２のマルチキャリア広告を送る段階と
　を備える方法。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つのキャリアインデックスは、前記基地局が利用しているキャリア周
波数に対応付けられている前記少なくとも１つのキャリアインデックスを含む請求項１１
に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ブロードキャストフラグは、前記第１のマルチキャリア広告を送った後の期間がし
きい値を超える場合に、イネーブルされる請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　事前プロビジョニング処理、オーバー・ザ・エア・プロビジョニング処理、および、ユ
ニキャスト処理のうち１以上を用いて、マルチキャリア構成情報および構成バージョン番
号を移動局に対して提供する段階をさらに備える請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記基地局がサポートしている、グローバルネットワーク構成情報によって定義されて
いる前記少なくとも１つのキャリアインデックスを含む近隣基地局広告を送る段階をさら
に備える請求項１１に記載の方法。
【請求項１６】
　ネットワーク内の移動局から通知を受信して、
　操作するキャリア周波数に対応付けられている、グローバルネットワーク構成情報によ
って定義されている少なくとも１つのキャリアインデックスを持つ基地局マルチキャリア
構成情報を含むマルチキャリア広告を送る基地局を備えるシステム。
【請求項１７】
　前記基地局はさらに、ブロードキャストフラグがイネーブルされている場合に、前記ネ
ットワーク内の全てのキャリアインデックスについての構成情報を含むネットワークマル
チキャリア構成情報を有する前記マルチキャリア広告を送る請求項１６に記載のシステム
。
【請求項１８】
　前記基地局がネットワークマルチキャリア構成情報ブロードキャストを送ることは、前
記マルチキャリア広告を送った後の期間がしきい値を越える場合に前記基地局が前記ブロ
ードキャストフラグをイネーブルすることを含む請求項１７に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記基地局はさらに、事前プロビジョニング処理、オーバー・ザ・エア・プロビジョニ
ング処理、および、ユニキャスト処理のうち１以上を用いて、マルチキャリア構成情報お
よび構成バージョン番号を移動局に対して提供する請求項１６に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記基地局は、デジタルディスプレイに接続されている入出力デバイスを有する請求項
１６に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　多くの場合、それぞれの移動局の動作周波数が１つのみであるので、基地局がサポート
する周波数キャリアは１つのみである。例えば、基地局は、２．４ＧＨｚ、２．５ＧＨｚ
または４００ＭＨｚといった周波数をサポートし得る。基地局は、事前プロビジョニング
、オーバー・ザ・エア（ＯＴＡ）プロビジョニング、または、ユニキャスト処理に応答し
て、関連する全てのキャリア周波数情報を含むメッセージを頻繁にブロードキャストする
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ことによって、単一周波数をサポートする。このようなメッセージは通常、長いメッセー
ジで、詳細な確認情報を伝達できるように構成されている。
【０００２】
　移動局は複数の周波数で動作するように構成されているので、基地局も同様に複数の周
波数で動作し得る。しかし、基地局がサポートする複数のさまざまなキャリア周波数のそ
れぞれで詳細な構成情報をブロードキャストし続けると、ブロードキャストの帯域幅が大
きくなり過ぎて利用する空間が多くなり過ぎる。このため、マルチキャリア無線ネットワ
ークにおいてシステム情報のブロードキャストを効率的に行う方法が強く求められている
。
【図面の簡単な説明】
【０００３】
【図１】一実施形態に係るマルチキャリア無線ネットワーク通信システムの一例を示すブ
ロック図である。
【０００４】
【図２】一実施形態に係るマルチキャリア広告の一例を示す図である。
【０００５】
【図３】一実施形態に係るネットワークマルチキャリア構成情報を含むマルチキャリア広
告の一例を示す図である。
【０００６】
【図４】一実施形態に係る近隣基地局広告の一例を示す図である。
【０００７】
【図５】一実施形態に係る論理図の一例を示す図である。
【０００８】
【図６】一実施形態に係るシステムの一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　実施形態は概して、ブロードキャストの柔軟性を維持すると共に利用する帯域幅を縮小
しつつ、複数のキャリア周波数を持つ基地局等の固定ネットワークアクセスポイントがさ
まざまな周波数を移動局にブロードキャストできるようにする方法に関する。さまざまな
実施形態は、ネットワークにおいて移動局から通知を受信する方法を提供する。基地局マ
ルチキャリア構成情報を含むマルチキャリア広告を送るとしてよい。基地局マルチキャリ
ア構成情報は、基地局が動作する一のキャリア周波数に対応付けられている少なくとも１
つのキャリアインデックスを含むとしてよい。
【００１０】
　基地局は、マルチキャリア動作をサポートし得るので、複数のさまざまなキャリア周波
数で複数の移動局との間で通信を行うとしてよい。米国電気電子学会（ＩＥＥＥ）８０２
．１６ｍ規格および第３世代パートナーシップ・プロジェクト（３ＧＰＰ）ロングターム
・エボリューション・アドバンスド（ＬＴＥ　ＡＤＶ）規格等の４Ｇ無線規格では、マル
チキャリア動作によれば、サポートする帯域幅が大きくなり、システム容量に関するＩＭ
Ｔ－ＡＤＶ（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａ
ｔｉｏｎｓ　Ａｄｖａｎｃｅｄ）仕様を満足し得る。ネットワーク内の各基地局は、複数
の異なるキャリア周波数を利用するとしてよい。基地局は、これらに限定されないが、利
用可能な技術および対象となる地域の市場の需要等の要因に応じて、複数の異なるキャリ
ア周波数で構成されるとしてよい。
【００１１】
　基地局が利用またはサポートする各キャリア周波数について詳細なブロードキャストを
送ると、大量のオーバーヘッドを消費することになり、非常に複雑な処理となってしまう
。本明細書で説明するさまざまな実施形態では、マルチキャリア無線ネットワークにおい
てシステム情報を効率的にブロードキャストする方法を提供するとしてよい。本明細書で
説明するさまざまな実施形態は、無線リンクオーバーヘッドを低減し、移動局を簡略化し
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、柔軟性を維持して、さまざまな配置のケースに対処するとしてよい。
【００１２】
　実施形態は、１以上の構成要素を含むとしてよい。構成要素は、所定の処理を実行する
べく配置される任意の構造を含むとしてよい。各構成要素は、所望の一連の構成パラメー
タまたは性能制約にしたがって、ハードウェア、ソフトウェア、または、これらの任意の
組み合わせとして実現されるとしてよい。実施形態は一例として所定の構造を持つ特定の
構成要素を持つものとして説明され得るが、実施形態は別の構造を持つ他の構成要素群を
含むとしてよい。
【００１３】
　「一実施形態」または「実施形態」という表現は当該実施形態に関連付けて説明した特
定の特徴、構造または特性が少なくとも１つの実施形態に含まれることを意味することに
留意されたい。本明細書では繰り返し「一実施形態によると」および「実施形態によると
」といった表現が見られるが、必ずしも全てが同じ実施形態を指すものではない。
【００１４】
　図１は、一実施形態に係るマルチキャリア無線ネットワーク通信システムの一例を示す
ブロック図である。さまざまな実施形態によると、通信システム１００は、複数のノード
を備えるとしてよい。ノードは一般的に、通信システム１００において情報のやり取りを
行う任意の物理エンティティまたは論理エンティティを含むとしてよく、所望の一連の構
成パラメータまたは性能制約にしたがって、ハードウェア、ソフトウェア、または、これ
らの任意の組み合わせとして実現されるとしてよい。図１では一例として限られた数のノ
ードを図示しているが、実施例によってはノードの数を増減させ得るものと認められる。
【００１５】
　さまざまな実施形態によると、通信システム１００は、有線通信システム、無線通信シ
ステム、または、これらの組み合わせを備えるとしてもよいし、このようなシステムの一
部を形成するとしてもよい。例えば、通信システム１００は、無線共有媒体１１５等の１
以上の種類の無線通信リンクを介して、情報をやり取りするような構造を持つ１以上のノ
ードを備えるとしてよい。無線通信リンクの例としては、これらに限定されないが、１以
上の認可周波数帯域または認可不要周波数帯域で動作するワイヤレス・フィデリティ（Ｗ
ｉＦｉ）チャネルが挙げられるとしてよい。無線ノードは、１以上の無線インターフェー
スサブシステムおよび／または無線通信用の構成要素、例えば、１以上の無線通信機器、
送信機、受信機、送受信機、チップセット、増幅器、フィルタ、制御ロジック、ネットワ
ーク・インターフェース・カード（ＮＩＣ）、アンテナ、アンテナアレイ等を含むとして
よい。アンテナの例を挙げると、これらに限定されないが、内部アンテナ、全方向性アン
テナ、モノポールアンテナ、ダイポールアンテナ、エンドフェッドアンテナ、円偏光アン
テナ、マイクロストリップアンテナ、ダイバーシチアンテナ、デュアルアンテナ、アンテ
ナアレイ等が含まれるとしてよい。一実施形態によると、特定のデバイスは、さまざまな
適応型アンテナ技術および空間ダイバーシチ技術を実現するべく、複数のアンテナで構成
されるアンテナアレイを複数有するとしてよい。
【００１６】
　図１に図示した実施形態に示すように、通信システム１００は、基地局１０５および移
動局１１０、１２０等の複数の構成要素を備える。基地局１０５で図示しているように、
基地局１０５は、プロセッサ１３５、メモリユニット１４０、および、無線インターフェ
ースサブシステム１４５を有するとしてよい。しかし、実施形態は図１に図示した構成要
素に限定されない。
【００１７】
　さまざまな実施形態によると、通信システム１００は、モバイルブロードバンド通信シ
ステムを含むとしてよく、または、モバイルブロードバンド通信システムとして実現され
るとしてもよい。モバイルブロードバンド通信システムの例を挙げると、これらに限定さ
れないが、さまざまな米国電気電子学会（ＩＥＥＥ）規格、例えば、ワイヤレス・ローカ
ル・エリア・ネットワーク（ＷＬＡＮ）用のＩＥＥＥ８０２．１１規格およびその変形版
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、ワイヤレス・メトロポリタン・エリア・ネットワーク（ＷＭＡＮ）用のＩＥＥＥ８０２
．１６規格およびその変形版、ならびに、ＩＥＥＥ８０２．２０規格またはモバイル・ブ
ロードバンド・ワイヤレス・アクセス（ＭＢＷＡ）規格およびその変形版に準拠したシス
テムが含まれる。一実施形態によると、例えば、通信システム１００は、８０２．１１ｚ
ＴＧｚタスクグループ、ＩＥＥＥ８０２．１１ｚ規格案に応じて実現されるとしてよい。
【００１８】
　一実施形態によると、例えば、通信システム１００は、ワールドワイド・インターオペ
ラビリティ・フォー・マイクロウェーブ・アクセス（ＷｉＭＡＸ）規格またはＷｉＭＡＸ
　ＩＩ規格に準拠して実現されるとしてよい。ＷｉＭＡＸは、ＩＥＥＥ８０２．１６規格
に基づく無線ブロードバンド技術である。ＩＥＥＥ８０２．１６規格のＩＥＥＥ８０２．
１６－２００４およびＩＥＥＥ８０２．１６ｅの修正版（８０２．１６ｅ　Ｃまたは２／
Ｄ３－２００５）は物理（ＰＨＹ）層仕様である。ＷｉＭＡＸ　ＩＩは、高度な第４世代
（４Ｇ）システムであり、ＩＭＴ（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌ
ｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ：国際移動通信）のアドバンスド（Ａｄｖａｎｃｅｄ）
４Ｇシリーズの規格のためのＩＥＥＥ８０２．１６ｍおよびＩＥＥＥ８０２．１６ｊの規
格案に基づく。一部の実施形態では、通信システム１００を一例としてＷｉＭＡＸまたは
ＷｉＭＡＸ　ＩＩに準拠したシステムまたは規格として説明するが、これに限定されるこ
となく、通信システム１００は、さまざまな他の種類のモバイルブロードバンド通信のシ
ステムおよび規格、例えば、ユニバーサル移動体通信システム（ＵＭＴＳ）システムシリ
ーズの規格およびその変形版、符号分割多重アクセス（ＣＤＭＡ）２０００システムシリ
ーズの規格およびその変形版（例えば、ＣＤＭＡ２０００　１×ＲＴＴ、ＣＤＭＡ２００
０　ＥＶ－ＤＯ、ＣＤＭＡ　ＥＶ－ＤＶ等）、欧州電気通信標準化機構（ＥＴＳＩ）が作
成した高機能無線メトロポリタンエリアネットワーク（ＨＩＰＥＲＭＡＮ）システムシリ
ーズの規格、ブロードバンドラジオアクセスネットワーク（ＢＲＡＮ）およびその変形版
、無線ブロードバンド（ＷｉＢｒｏ）システムシリーズの規格および変形版、ジェネラル
・パケット・ラジオ・サービス（ＧＰＲＳ）システムを含むグローバル・システム・フォ
ー・モバイル・コミュニケーションズ（ＧＳＭ：登録商標）（ＧＳＭ（登録商標）／ＧＰ
ＲＳ）シリーズの規格およびその変形版、エンハンスド・データ・レート・フォー・グロ
ーバル・エボリューション（ＥＤＧＥ）システムシリーズの規格およびその変形版、高速
ダウンリンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）システムシリーズの規格および変形版、高
速直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）パケットアクセス（ＨＳＯＰＡ）システムシリーズ
の規格およびその変形版、高速アップリンクパケットアクセス（ＨＳＵＰＡ）システムシ
リーズの規格および変形版、第３世代パートナーシップ・プロジェクト（３ＧＰＰ）のＲ
ｅｌ．８および９のロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）／システム・アーキテ
クチャ・エボリューション（ＳＡＥ）等として実現され得るものと考えられるとしてよい
。実施形態はこれらに限定されない。
【００１９】
　さまざまな実施形態によると、通信システム１００は、無線機能を持つ移動局１１０、
１２０を備えるとしてよい。移動局１１０、１２０は、他の移動局または基地局（例えば
、基地局１０５）等、他の無線デバイスへの接続機能を実現する汎用機器群を有するとし
てよい。移動局１１０、１２０の例としては、これらに限定されないが、コンピュータ、
サーバ、ワークステーション、ノート型コンピュータ、手持ちコンピュータ、電話、携帯
電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、携帯電話およびＰＤＡの混合デバイス等が含まれるとし
てよい。一実施形態によると、例えば、移動局１１０、１２０はＷＭＡＮ用の携帯可能加
入局（ＭＳＳ）として実現されるとしてよい。一部の実施形態は一例として移動局１１０
、１２０がＭＳＳとして実現させるものとして説明されるが、他の実施形態は他の無線機
器を同様に利用して実現され得るものと考えられ得る。実施形態は、これに限定されない
。
【００２０】
　さまざまな実施形態によると、通信システム１００は、無線機能を持つ基地局１０５を
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備えるとしてよい。基地局１０５は、１以上の移動局１１０、１２０等、別の無線デバイ
スに対する接続を実現し、および／または、情報を提供する汎用機器群を有するとしてよ
い。基地局１０５の例を挙げると、これらに限定されないが、無線アクセスポイント（Ａ
Ｐ）、基地局またはノードＢ、ルータ、スイッチ、ハブおよび／またはゲートウェイが含
まれるとしてよい。一実施形態によると、基地局１０５は、同じネットワーク内に配設さ
れている上記のようなデバイスのうち２以上を含むとしてよい。例えば、基地局１０５は
同じプロバイダネットワークに設けられている２つのアクセスポイントを含むとしてよい
。２つのアクセスポイントは、サービスセット識別子（ＳＳＩＤ）が同じであるとしてよ
い。一部の実施形態は一例として基地局１０５がアクセスポイントとして実現されるもの
として説明するが、他の実施形態は他の無線機器を同様に利用して実現されるものと考え
られ得る。実施形態はこれに限定されない。
【００２１】
　基地局１０５は、プロセッサ１３５、メモリユニット１４０、および、無線インターフ
ェースサブシステム１４５を有するとしてよい。プロセッサ１３５は、複合命令セットコ
ンピュータ（ＣＩＳＣ）マイクロプロセッサ、縮小命令セットコンピュータ（ＲＩＳＣ）
マイクロプロセッサ、超長命令語（ＶＬＩＷ）マイクロプロセッサ、複数の命令セットの
組み合わせを実装するプロセッサ、または、その他のプロセッサデバイス等、任意のプロ
セッサとして実現されるとしてよい。一実施形態によると、例えば、プロセッサ１３５は
、Ｉｎｔｅｌ（登録商標）Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（米国、カリフォルニア州、サンタク
ラーラ）社製のプロセッサ等、汎用プロセッサとして実現されるとしてよい。プロセッサ
１３５は、コントローラ、マイクロコントローラ、混載プロセッサ、デジタルシグナルプ
ロセッサ（ＤＳＰ）、ネットワークプロセッサ、媒体プロセッサ、入出力（Ｉ／Ｏ）プロ
セッサ等の専用プロセッサとして実現されるとしてもよい。実施形態はこれに限定されな
い。
【００２２】
　さらに基地局１０５で図示するように、基地局１０５はメモリユニット１４０を有する
としてよい。メモリ１４０は、データを格納可能な任意の機械可読媒体またはコンピュー
タ可読媒体を含むとしてよく、揮発性メモリおよび不揮発性メモリを含む。例えば、メモ
リ１４０は、リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、ダ
イナミックＲＡＭ（ＤＲＡＭ）、ダブルデータレートＤＲＡＭ（ＤＤＲＡＭ）、シンクロ
ナスＤＲＡＭ（ＳＤＲＡＭ）、スタティックＲＡＭ（ＳＲＡＭ）、プログラム可能ＲＯＭ
（ＰＲＯＭ）、消去可能プログラム可能ＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、電気的消去可能プログラ
ム可能ＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、フラッシュメモリ、強誘電体ポリマーメモリ等のポリマ
ーメモリ、オボニック（ｏｖｏｎｉｃ）メモリ、相変化メモリまたは強誘電体メモリ、シ
リコン－酸化物－窒化物－酸化物－シリコン（ＳＯＮＯＳ）メモリ、磁気カードまたは光
カード、または、情報を格納するのに適した任意のその他の種類の媒体を含むとしてよい
。メモリ１４０の一部または全てはプロセッサ１３５と同じ集積回路上に集積化されると
してよいか、またはこれに代えて、メモリ１４０の一部または全ては、プロセッサ１３５
の集積回路の外部にある、例えば、ハードディスクドライブ等の一の集積回路または他の
媒体上に配設されているとしてよいことに留意されたい。一実施形態によると、メモリは
プロセッサを動作させるためのデータおよび命令を含むとしてよい。実施形態はこれに限
定されない。
【００２３】
　さまざまな実施形態によると、基地局１０５は、無線インターフェースサブシステム１
４５を介して、無線共有媒体１１５で情報をやり取りするとしてよい。無線共有媒体１１
５では、ＲＦスペクトルを１以上に分けて割り当てるとしてよい。ＲＦスペクトルの割り
当ては、連続して割り当てるとしてもよいし、または、不連続に割り当てるとしてもよい
。一部の実施形態によると、無線インターフェースサブシステム１４５は、例えば、Ｗｉ
ＭＡＸまたはＷｉＭＡＸ　ＩＩのシステムまたはＷＬＡＮシステムで利用されるようなさ
まざまなマルチキャリア技術を利用して無線共有媒体１１５で情報をやり取りするとして
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よい。例えば、無線インターフェースサブシステム１４５は、さまざまな多入力多出力（
ＭＩＭＯ）技術を利用するとしてよい。
【００２４】
　一実施形態によると、移動局１１０は、マルチキャリア構成情報および構成バージョン
番号を、さまざまな異なる方法で取得するとしてよい。一実施形態によると、移動局は、
移動局１１０が最初にネットワークに入る際に、基地局１０５から、事前プロビジョニン
グ処理、オーバー・ザ・エア・プロビジョニング処理、または、ユニキャスト処理のいず
れかで、ネットワークマルチキャリア確認情報およびそれに対応付けられているオペレー
タ識別情報を格納するとしてよい。一実施形態によると、プロビジョニングは、オペレー
タが移動局を販売する前に移動局１１０内のハードウェアをプログラミングする際に実行
されるとしてよい。例えば、これに限定されないが、携帯電話等の移動局１１０は、購入
前に内部にプログラミングされているハードウェアを持つとしてよい。
【００２５】
　一実施形態によると、ユニキャスト処理は、移動局１１０が最初にオンに制御されてネ
ットワークに入る際に実行される処理であるとしてよい。ネットワーク内の基地局１０５
は、移動局１１０の現在バージョン番号を判断するとしてよい。基地局１０５は、移動局
１１０のバージョン番号を受信するとしてよい。移動局１１０のバージョン番号が基地局
１０５のバージョンと異なる場合、基地局１０５は、移動局１１０に格納されている古い
バージョンを上書きするための更新情報を含むユニキャスト応答を移動局１１０に送ると
してよい。
【００２６】
　一実施形態によると、オーバー・ザ・エア・プロビジョニング処理は、基地局１０５が
更新メッセージを移動局１１０に送る際に実行される処理であってよい。移動局１１０は
、ネットワークに入って、バージョン番号を更新および確認して、基地局１０５のバージ
ョン番号と一致させるとしてよい。移動局１１０のバージョン番号が基地局１０５のバー
ジョンと異なる場合には、基地局１０５は、移動局１１０に格納されている古いバージョ
ンを上書きするための更新情報を含む応答を移動局１１０に送るとしてよい。
【００２７】
　上述した方法のいずれによっても移動局１１０は基地局１０５と通信可能であるが、上
記の方法は、基地局１０５が長期間にわたって静止しており同一オペレータネットワーク
において一貫している場合で用いられるように構成されている。基地局１０５は、複数の
キャリアを持ち、周波数を動的に変更するのが通常であるので、数多くの配置方法を可能
とするのに十分な柔軟性を維持しつつも無線リンクオーバーヘッドを低減すると共に移動
局１１０、１２０を簡略化するような、新しい移動局１１０、１２０との通信方法が提供
されるとしてよい。
【００２８】
　一実施形態によると、基地局１０５は、マルチキャリア広告等のマルチキャリア構成情
報をブロードキャストして、接続されている移動局１１０の全て、および、セル内に入る
移動局１２０がいずれも、最新情報を無線で取得するようにするとしてよい。一実施形態
によると、ブロードキャストマルチキャリア広告は、プロビジョニング処理、オーバー・
ザ・エア・プロビジョニング処理、および／または、ユニキャスト処理に準拠したバージ
ョン番号を含むとしてよい。
【００２９】
　図２は、一実施形態に係るマルチキャリア広告の一例を示す図である。マルチキャリア
広告２００は、構成バージョン番号２１０を含む。構成バージョン番号２１０は、プロビ
ジョニング処理、オーバー・ザ・エア・プロビジョニング処理、および、ユニキャスト処
理で説明するように、ネットワーク構成の番号である。構成バージョン番号２１０は、移
動局が持っている情報が更新済みであることを確認するために用いられるとしてよい。
【００３０】
　一実施形態によると、基地局は、マルチキャリア広告２００を送るとしてよく、基地局
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マルチキャリア構成情報２２０をダウンリンク制御に組み込むとしてよい。一実施形態に
よると、基地局マルチキャリア構成情報２２０に含まれる情報は、基地局がマルチキャリ
ア広告の形式およびブロードキャストスケジュールの両方における柔軟性を維持しつつも
可能な限り小サイズ且つ簡略にして、マルチキャリア広告２００が消費する帯域幅を比較
的小規模にとどめるようにするとしてよい。一実施形態によると、後方互換性を保証し、
複雑性を低減するべく、各キャリアは、ＭＡＣ処理に対応付けられている４８ビットの基
地局識別情報を持つとしてよい。
【００３１】
　マルチキャリア広告２００は、基地局マルチキャリア構成情報２２０を含むとしてよい
。基地局マルチキャリア構成情報２２０は、キャリアインデックス２２５、プリアンブル
インデックス２３０、基地局識別情報２３５、ＭＡＣプロトコル２４０、および、その他
の基地局情報を含むとしてよい。一実施形態によると、基地局マルチキャリア構成情報２
２０は、これらに限定されないが、送信電力およびランダムアクセス機会情報を含むとし
てよい。
【００３２】
　各キャリアインデックス２２５について、マルチキャリアインデックスまたは構成パラ
メータが提供されるとしてよい。また、先頭周波数割り当てインデックスは、キャリア群
のうち第１のキャリアの周波数を示すとしてよい。キャリアインデックスはさらに、特定
のキャリアインデックス内のキャリア数を示すとしてよい。例えば、周波数２．４ＧＨｚ
のキャリアインデックスは、帯域内に２つのキャリアを含むとしてよく、周波数７００Ｍ
Ｈｚのキャリアインデックスは、帯域内に４つのキャリアを含むとしてよい。以下の実施
形態で説明するが、「キャリア周波数」は、特定の周波数帯域に含まれる全てのキャリア
を意味する。
【００３３】
　基地局マルチキャリア構成情報２２０は、基地局が利用または操作する１以上のキャリ
アインデックス２２５を含むとしてよい。一実施形態によると、基地局が内部に位置して
いるネットワークは、１０個のキャリア周波数を含むとしてよい。しかし、基地局は、１
０個のキャリア周波数のうち２つのみを利用するとしてよい。したがって、基地局マルチ
キャリア構成情報２２０は、基地局が操作または利用するキャリア周波数として２という
キャリアインデックス２２５を持つ。
【００３４】
　一実施形態によると、グローバルネットワーク構成情報を判断するとしてよい。グロー
バルネットワーク構成情報は、帯域内の各キャリアに対応付けられているパラメータを含
むとしてよい。例えば、ネットワークは、ＦＣＣの時分割４Ｇ技術で要件とされているよ
うに、２．４ＧＨｚ帯域にＷｉＭＡＸを配置するとしてよい。ネットワークは、２．４Ｇ
Ｈｚ帯域内の複数のキャリアがそれぞれ１０ＭＨｚになるように構成されている基地局を
含むとしてよい。一実施形態によると、この帯域には１０個のキャリアを形成するとして
よい。ネットワークは、各キャリアに言及する場合、キャリアインデックスおよび対応付
けられているキャリア固有パラメータを利用するとしてよい。この帯域では１０個のキャ
リアを形成するので、キャリアインデックスは１０個あるとしてよい。各キャリアは、キ
ャリアインデックスおよび対応付けられているキャリア固有パラメータを含み、グローバ
ルネットワーク構成情報で定義されているとしてよく、マルチキャリア広告２００、３０
０および／または近隣基地局広告４００に組み込まれるとしてよい。
【００３５】
　基地局マルチキャリア構成情報２２０は、基地局に対応付けられているキャリア周波数
のそれぞれについてのキャリアインデックス２２５を含むとしてよい。キャリアインデッ
クス２２５は、キャリア周波数を特定するための１以上の数、文字、シンボルまたはその
他の簡略表現形態であってよい。一実施形態によると、移動局は、ネットワークマルチキ
ャリア構成情報をさらに含むマルチキャリア広告によって、キャリア周波数の構成情報を
取得するとしてよい。ネットワークマルチキャリア構成情報がネットワーク内のキャリア
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についての詳細な構成情報を全て含む情報である一方、基地局マルチキャリア構成情報２
２０は、基地局が利用する特定のキャリア周波数を特定する１以上のキャリアインデック
ス２２５を含む情報であるとしてよい。
【００３６】
　図３は、一実施形態に係るネットワークマルチキャリア構成情報を含むマルチキャリア
広告の一例を示す図である。図３は、基地局マルチキャリア構成情報およびネットワーク
マルチキャリア構成情報３１０の両方を含むマルチキャリア広告３００を示す。一実施形
態によると、ネットワークマルチキャリア構成情報３１０は、マルチキャリア構成情報ブ
ロードキャストフラグ２１５が１に設定されている場合には、マルチキャリア広告にのみ
組み込まれるとしてよい。一実施形態によると、ネットワークマルチキャリア構成情報３
１０は、マルチキャリア広告３００毎には提供されない。マルチキャリア構成情報ブロー
ドキャストフラグ２１５は、ブロードキャストをより柔軟にするために、および／または
、消費する帯域幅を低減するために、（図２に示すように）ゼロに設定されて、ネットワ
ークマルチキャリア構成情報３１０を含まないとしてよい。
【００３７】
　一実施形態によると、マルチキャリア構成情報ブロードキャストフラグ２１５は、しき
い値に到達した後に、１に設定されるとしてよく、および／または、ネットワークマルチ
キャリア構成情報３１０をマルチキャリア広告３００に含めるとしてよい。一実施形態に
よると、しきい値は、ネットワークマルチキャリア構成情報を含むことなくマルチキャリ
ア広告が送信された回数に基づいて決まるとしてよい。例えば、ネットワークマルチキャ
リア構成情報３１０は、ネットワークマルチキャリア構成情報を含むことなくマルチキャ
リア広告３００が送信された回数が１０回目となった後に、組み込まれるとしてよい。例
えば、ネットワークマルチキャリア構成情報３１０は、ネットワークマルチキャリア構成
情報を含むことなくマルチキャリア広告３００が送信された回数が５０回目となった後に
、組み込まれるとしてよい。例えば、ネットワークマルチキャリア構成情報３１０は、ネ
ットワークマルチキャリア構成情報を含むことなくマルチキャリア広告３００が送信され
た回数が１００回目となった後に、組み込まれるとしてよい。一実施形態によると、しき
い値は、経過時間に基づいて決まるとしてよい。例えば、基地局広告は、ネットワークマ
ルチキャリア構成情報を含むことなく１－５分毎に送られるとしてよく、ネットワークマ
ルチキャリア構成情報３１０は、１０－２０分毎に基地局広告に組み込まれるとしてよい
。
【００３８】
　基地局が用いる少なくとも１つのキャリアインデックス２２５を含むのみである基地局
マルチキャリア構成情報２２０とは異なり、ネットワークマルチキャリア構成情報３１０
は、ネットワーク内のさまざまなキャリア周波数のそれぞれについての詳細なネットワー
ク構成情報を全て含み得る。一実施形態によると、ネットワークマルチキャリア構成情報
は、これらに限定されないが、キャリアインデックス３１５、キャリア周波数３２０、帯
域幅３２５および／またはデュプレックスモード３４０等のキャリア固有パラメータを含
むとしてよい。一実施形態によると、ネットワークマルチキャリア確認情報が含むパラメ
ータは、これより多くても少なくともよい。一実施形態によると、キャリアインデックス
は、グローバルネットワーク構成情報によって定義されるとしてよい。一実施形態による
と、対応付けられているキャリア固有パラメータは、これらに限定されないが、キャリア
周波数３２０、帯域幅３２５、および／または、デュプレックスモード３４０等であり、
グローバルネットワーク構成情報によって定義されるとしてよい。
【００３９】
　ネットワークマルチキャリア構成情報は、ネットワーク内の各キャリア周波数について
キャリアインデックス３１５を含むとしてよい。図２および図３に示すように、ネットワ
ークマルチキャリア構成情報３１０に含まれているキャリアインデックス３１０は、基地
局マルチキャリア構成情報２２０に含まれているキャリアインデックス２２５に対応する
としてよい。基地局マルチキャリア構成情報２２０で提供されるキャリアインデックス２
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２５に基づき、移動局は、ネットワークマルチキャリア構成情報３１０に含まれるキャリ
アインデックス３１５に対応付けられている特定のキャリア周波数についての詳細な構成
情報を取得することができる。各キャリアインデックス３１５と共に、キャリア周波数３
２０が含まれる。キャリア周波数は、これに限定されないが、２．４ＧＨｚ、２．５ＧＨ
ｚおよび／または７００ＭＨｚであるとしてよい。
【００４０】
　一実施形態によると、移動局は、マルチキャリア広告３００に含まれるネットワークマ
ルチキャリア構成情報３１０で提供される情報を必要としない場合がある。一実施形態に
よると、移動局は、キャリアインデックス３１５に関する構成情報を既に前のブロードキ
ャストで受信しているので、ネットワークマルチキャリア構成情報３１０に含まれる情報
を必要としない場合がある。一実施形態によると、移動局は、事前プロビジョニング処理
、ユニキャスト処理、および／または、オーバー・ザ・エア・プロビジョニングにおいて
、全てのキャリア構成情報を受信しているので、ネットワークマルチキャリア構成情報３
１０に含まれている情報を必要としない場合がある。
【００４１】
　図４は、一実施形態に係る近隣基地局広告の一例を示す図である。近隣基地局広告は、
基地局と現在やり取りしている移動局に、近隣の基地局が利用しているキャリア周波数に
ついて認識させるために用いられる広告であるとしてよい。移動局は、今後のハンドオー
バーのために近隣の基地局を検索するとしてよい。移動局は、どの近隣の基地局が特定の
キャリア周波数を操作しているかを判断するとしてよい。一実施形態によると、近隣基地
局広告４００は、キャリアインデックス４２５、ＭＡＣプロトコル４３０、セルの種類４
３５、および／または、移動局が用いる他の情報を含むとしてよい。一実施形態によると
、キャリアインデックス４２５は、図２および図３に示すように、基地局マルチキャリア
構成情報２２０およびネットワークマルチキャリア構成情報３１０において、同じキャリ
アインデックス４２５を指すとしてよい。一実施形態によると、近隣基地局マルチキャリ
ア広告４００は、近隣基地局が操作するキャリアインデックス４２５を含むとしてよい。
近隣基地局広告４００は、キャリアインデックス４２５を用いることによって、提供する
必要があるのはキャリアインデックスのみとなり、キャリア周波数構成情報を含む必要が
なくなるので、オーバーヘッドを低減し得ると共に、効率化を実現し得る。一実施形態に
よると、ＭＡＣプロトコル４３０は、ＩＥＥＥ８０２．１６ｍの基地局、ＩＥＥＥ８０２
．１６ｅの基地局、および／または、ＩＥＥＥ８０２．１６ｅ／１６ｍ混合モードの基地
局を含むとしてよい。一実施形態によると、セルの種類４３５は、マクロセル／ピコセル
といったセルの種類、および／または、公共セル／私用セルといったセルの種類を含むと
してよい。
【００４２】
　図５は、一実施形態に係る論理図の一例を示す図である。論理フロー５００は、所望の
一連の構成パラメータまたは性能制約にしたがって、さまざまなシステムおよび／または
デバイスによって実行されるとしてよく、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア
および／またはこれらの任意の組み合わせとして実現されるとしてよい。例えば、論理フ
ロー５００のうち１以上の処理は、論理デバイス（例えば、コンピュータ、プロセッサ）
で実行される実行可能プログラミング命令または実行可能コンピュータ可読命令によって
実現されるとしてよい。論理フロー５００は、システム１００を参照しつつ上述した特徴
を記述しているフローであるとしてよい。
【００４３】
　一実施形態によると、ブロック５０２において、基地局がネットワーク内の移動局から
通知を受信するとしてよい。ある実施形態によると、通知は、移動局がネットワークに入
る際に受信されるとしてよい。ブロック５０５において、基地局は、事前プロビジョニン
グ処理、オーバー・ザ・エア・プロビジョニング処理、および／または、ユニキャスト処
理のうち１以上によって、マルチキャリア構成情報および構成バージョン番号を移動局に
送るとしてよい。
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【００４４】
　ある実施形態によると、マルチキャリア広告は、ネットワークを介して移動局と通信を
行うべく、基地局によって生成されるとしてよい。ブロック５１０において、基地局は、
基地局マルチキャリア構成情報を含むマルチキャリア広告を送るとしてよい。一実施形態
によると、基地局マルチキャリア構成情報は、少なくとも１つのキャリアインデックスを
含むとしてよい。一実施形態によると、基地局が利用しているこの少なくとも１つのキャ
リアインデックスは、ネットワーク内のキャリアインデックスのうちの１つ、一部または
全てを含むとしてよい。一実施形態によると、マルチキャリア広告に含まれているキャリ
アインデックスは、基地局が利用しているキャリア周波数の１以上のキャリアインデック
スである。
【００４５】
　一実施形態によると、ダイヤモンド５１５において、基地局はしきい値を超えたか否か
を判断するとしてよい。ブロック５２０において、マルチキャリア広告がしきい値を超え
た後、ブロードキャストフラグをイネーブルするとしてよい。ブロック５２０においてブ
ロードキャストフラグがイネーブルされると、ブロック５２５において、基地局は、マル
チキャリア広告に含めてネットワークマルチキャリア構成情報を送信するとしてよい。ネ
ットワークマルチキャリア構成情報は、ネットワーク内の全てのキャリアインデックスに
ついての構成情報を含むとしてよい。
【００４６】
　一実施形態によると、基地局は、現在の移動局に対してマルチキャリア広告を送ること
に加えて、ブロック５３０において、今後やり取りを行う可能性がある移動局に対して近
隣基地局広告を送るとしてよい。一実施形態によると、近隣基地局広告は、近隣の基地局
と現在通信を行っている移動局に送信されるとしてよい。一実施形態によると、ブロック
５３０において、基地局は、基地局がサポートおよび／または操作する少なくとも１つの
キャリアインデックスを含む近隣基地局広告を送るとしてよい。
【００４７】
　図５を参照すると、一部の実施形態では、論理フロー５００は複数のタスクを並行して
実行するように実現または構成されるとしてよく、複数のスレッドの処理および複数のコ
アの制御を略同時に実行することを含むものと理解されたい。また、論理フロー５００は
論理フローの一例に過ぎず、論理フロー５００に含まれるものとして説明した処理の数、
順序および／または構成は変更し得るものであり、変更後も本明細書に記載する実施形態
に含まれるものであることも理解されたい。他の実施形態も記載および請求する。
【００４８】
　図６は、実施形態に係るシステムの一例を示す図である。具体的には、図６は、さまざ
まな構成要素を備えるシステム６００を示す図である。例えば、図６は、プロセッサ６０
２、チップセット６０４．入出力（Ｉ／Ｏ）デバイス６０６、ランダムアクセスメモリ（
ＲＡＭ）（例えば、ダイナミックＲＡＭ（ＤＲＡＭ））６０８、および、リードオンリー
メモリ（ＲＯＭ）６１０、および、さまざまなプラットフォーム素子６１４（例えば、フ
ァン、直交流供給部、ヒートシンク、ＤＴＭシステム、冷却システム、筐体、排気孔等）
を備えるシステム６００を示す。このような構成要素は、ハードウェア、ソフトウェア、
ファームウェア、または、これらの任意の組み合わせとして実現されるとしてよい。しか
し、実施形態はこのような構成要素に限定されない。
【００４９】
　図６に示すように、Ｉ／Ｏデバイス６０６、ＲＡＭ６０８およびＲＯＭ６１０は、チッ
プセット６０４によってプロセッサ６０２に結合されている。チップセット６０４は、バ
ス６１２によってプロセッサ６０２に結合されているとしてよい。したがって、バス６１
２は複数のラインを有するとしてよい。
【００５０】
　プロセッサ６０２は、１以上のプロセッサコアを有する中央演算処理装置であってよく
、任意の数のプロセッサコアを持つプロセッサを任意の数有するとしてよい。プロセッサ
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６０２は、任意の種類のプロセッシングユニット、例えば、中央演算処理装置（ＣＰＵ）
、マルチプロセッシングユニット、縮小命令セットコンピュータ（ＲＩＳＣ）、パイプラ
インを持つプロセッサ、複合命令セットコンピュータ（ＣＩＳＣ）、デジタルシグナルプ
ロセッサ（ＤＳＰ）等を含むとしてよい。
【００５１】
　図示していないが、システム４００は、さまざまなインターフェース回路、例えば、イ
ーサネット（登録商標）インターフェースおよび／またはユニバーサルシリアルバス（Ｕ
ＳＢ）インターフェース等を備えるとしてよい。一部の実施形態例によると、Ｉ／Ｏデバ
イス６０６は、データおよびコマンドをシステム６００に入力するべくインターフェース
回路に接続されている１以上の入力デバイスを含むとしてよい。例えば、入力デバイスは
、キーボード、マウス、タッチスクリーン、トラックパッド、トラックボール、イソポイ
ント（ｉｓｏｐｏｉｎｔ）、音声認識システム等を含むとしてよい。同様に、Ｉ／Ｏデバ
イス６０６は、オペレータに情報を出力するべく、インターフェース回路に接続されてい
る１以上の出力デバイスを含むとしてよい。例えば、出力デバイスは、要望に応じて、１
以上のディスプレイ、プリンタ、スピーカおよび／またはその他の出力デバイスを含むと
してよい。例えば、出力デバイスのうち１つは、ディスプレイであってよい。ディスプレ
イは、陰極線管（ＣＲＴ）方式のディスプレイ、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）またはその
他の任意の種類のディスプレイであってよい。
【００５２】
　システム６００はさらに、ネットワークへの接続によって、他のデバイスとの間でデー
タをやり取りするための有線ネットワークインターフェースまたは無線ネットワークイン
ターフェースを備えるとしてよい。ネットワーク接続は、任意の種類のネットワーク接続
であってよく、例えば、イーサネット（登録商標）接続、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）
、電話回線、同軸ケーブル等であってよい。ネットワークは、任意の種類のネットワーク
であってよく、例えば、インターネット、電話回線ネットワーク、ケーブルネットワーク
、無線ネットワーク、パケット交換方式ネットワーク、回路交換方式ネットワーク等であ
ってよい。
【００５３】
　本明細書では、実施形態を完全に理解していただくべく、数多く具体的且つ詳細な内容
を説明してきた。しかし、当業者であれば、実施形態は記載した具体的且つ詳細な内容の
通りでなくとも実施可能であると理解されたい。また、公知の処理、構成要素および回路
は、実施形態をあいまいにすることを避けるべく詳細な説明を省略した。本明細書に開示
した具体的な構造および機能に関する詳細な説明は代表的なものであり実施形態の範囲を
必ずしも限定するものではないと認められたい。
【００５４】
　さまざまな実施形態は、ハードウェア素子、ソフトウェア素子、または、両素子を組み
合わせて実現されるとしてよい。ハードウェア素子の例を挙げると、プロセッサ、マイク
ロプロセッサ、回路、回路素子（例えば、トランジスタ、抵抗器、キャパシタ、インダク
タ等）、集積回路、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、プログラマブルロジックデバイ
ス（ＰＬＤ）、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、フィールドプログラマブルゲー
トアレイ（ＦＰＧＡ）、ロジックゲート、レジスタ、半導体デバイス、チップ、マイクロ
チップ、チップセット等が含まれるとしてよい。ソフトウェアの例を挙げると、ソフトウ
ェア素子、プログラム、アプリケーション、コンピュータプログラム、アプリケーション
プログラム、システムプログラム、マシンプログラム、オペレーティングシステムソフト
ウェア、ミドルウェア、ファームウェア、ソフトウェアモジュール、ルーチン、サブルー
チン、関数、方法、手順、ソフトウェアインターフェース、アプリケーションプログラム
インターフェース（ＡＰＩ）、命令セット、コンピューティングコード、コンピュータコ
ード、コードセグメント、コンピュータコードセグメント、ワード、値、シンボル、また
は、これらの任意の組み合わせが含まれるとしてよい。ハードウェア素子および／または
ソフトウェア素子を用いて実施形態を実現するか否かの判断は、任意の数の要因、例えば
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、所望の計算速度、電力レベル、耐熱性、処理サイクルバジェット、入力データ速度、出
力データ速度、メモリリソース、データバス速度、および、その他の構成上または性能上
の制約に応じて変わるとしてよい。
【００５５】
　一部の実施形態では、「結合」および「接続」といった用語を用いて説明している場合
がある。「結合」および「接続」は、同義語として用いているわけではない。例えば、一
部の実施形態は、２以上の構成要素が直接、物理的または電気的に接触している状態を意
味する際に「接続」および／または「結合」という用語を用いて説明している場合がある
。しかし、「結合」という用語は、２以上の構成要素が直接接触していないものの互いに
協働または相互作用する状態を意味する場合がある。
【００５６】
　一部の実施形態は、例えば、命令、命令群またはコンピュータ実行可能コードを格納す
る機械またはコンピュータによる読み取りが可能な媒体または物品を用いて実現されると
してよい。上記の命令、命令群またはコンピュータ実行可能コードは、機械またはプロセ
ッサで実行されると、当該機械またはプロセッサに本実施形態に係る方法および／または
処理を実行させるとしてよい。このような機械としては、例えば、任意の適切な処理プラ
ットフォーム、コンピューティングプラットフォーム、コンピューティングデバイス、処
理デバイス、コンピューティングシステム、処理システム、コンピュータ、プロセッサ等
が挙げられるとしてよく、ハードウェアおよび／またはソフトウェアを適切に組み合わせ
ることで実現されるとしてよい。機械で読み取り可能な媒体または物品としては、例えば
、任意の適切な種類のメモリユニット、メモリデバイス、メモリ物品、メモリ媒体、格納
装置、格納物品、格納媒体および／または格納ユニットが挙げられるとしてよい。例えば
、メモリ、取り外しが可能または不可能な媒体、揮発性または不揮発性のメモリまたは媒
体、消去が可能または不可能な媒体、書き込みまたは書き換えが可能な媒体、デジタル媒
体またはアナログ媒体、ハードディスク、フロッピー（登録商標）ディスク、コンパクト
ディスクリードオンリーメモリ（ＣＤ－ＲＯＭ）、コンパクトディスクリコーダブル（Ｃ
Ｄ－Ｒ）、コンパクトディスクリライタブル（ＣＤ－ＲＷ）、光ディスク、磁気媒体、光
磁気媒体、取り外し可能なメモリカードまたはメモリディスク、さまざまな種類のデジタ
ルバーサティルディスク（ＤＶＤ）、テープ、カセット等が挙げられるとしてよい。命令
は、例えば、ソースコード、コンパイラコード、インタプリタコード、実行可能コード、
静的コード、動的コード、暗号化コード等、任意の適切な種類のコードを含むとしてよく
、これらのコードは、任意の適切な高級プログラミング言語、低級プログラミング言語、
オブジェクト指向型プログラミング言語、ビジュアルプログラミング言語、コンパイル型
プログラミング言語および／またはインタプリタ型プログラミング言語で実現される。
【００５７】
　特に明記していない限り、「処理」、「算出」、「計算」、「決定」等の用語は、コン
ピューティングシステムのレジスタおよび／またはメモリに存在する物理量（例えば、電
子量）で表現されるデータを操作および／または変換して、同様に物理量として表現され
、コンピューティングシステムのメモリ、レジスタ等の情報を格納、送信または表示する
デバイスに存在する他のデータを生成するコンピュータあるいはコンピューティングシス
テム、または、同様の電子コンピューティングデバイスの動作および／または処理を意味
するものと認められるとしてよい。実施形態はこれに限定されない。
【００５８】
　本明細書に記載した方法は記載した順序または任意の特定の順序で実行する必要はない
ことに留意されたい。さらに、本明細書で特定する方法に関するさまざまな動作は、シリ
アルまたはパラレルに実行することができる。
【００５９】
　本明細書では具体的な実施形態を図示および説明してきたが、同じ目的を実現するべく
計算された任意の構成で図示した具体的な実施形態を置換し得るものと認められたい。こ
のような開示内容は、さまざまな実施形態の適応例または変形例をいずれも全て含むもの
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とする。上述した説明は例示のためであり限定を目的としたものではないと理解されたい
。上述した実施形態を組み合わせること、および、他の実施形態は、本明細書において具
体的に説明していないが、上記の説明を参照することで当業者には明らかであろう。この
ため、さまざまな実施形態の範囲は、上述した組成、構造および方法を利用する任意のそ
の他の用途も含むものとする。
【００６０】
　要約書は、本技術的開示内容の本質を即座に把握できるように要約を求める米国特許法
施行規則セクション１．７２（ｂ）に準拠して提供されたものであることを強調しておく
。要約書は、請求項の範囲または意味を解釈または限定するようには利用されないという
理解の下で提出している。また、上記の明細書からは、開示内容を読みやすくするために
さまざまな特徴を一まとめにして１つの実施形態としていることが分かる。このような開
示方法を採用しているが、請求の対象となる実施形態が各請求項で明示的に記載している
ものより多くの特徴を必要とする意図を反映したものと解釈されるべきではない。そうで
はなく、請求項では、開示している一の実施形態の全ての特徴より少ない数の特徴に発明
の主題があることを意味している。このため、請求項は明細書に組み込まれ、各請求項は
別個の好ましい実施形態として成立する。請求項では、「ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ」および
「ｗｈｅｒｅｉｎ」という表現を、「ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ」および「ｉｎ　ｗｈｉｃｈ」
という簡単な英語で言い換えている。また、「第１」、「第２」および「第３」等の用語
は、区別するための表記として用いられているに過ぎず、その目的語に数的な要件を課す
ものではない。
【００６１】
　構造上の特徴および／または方法的な動作に特有の用語を用いて主題を説明してきたが
、請求項で定義する主題は必ずしも上述の具体的な特徴または動作に限定されるものでは
ないと理解されたい。そうではなく、上述した具体的な特徴または動作は請求項を実現す
る一例として開示されているものである。
【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【手続補正書】
【提出日】平成24年2月23日(2012.2.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　システムに、
　ネットワーク内の移動局から通知を受信する段階、
　前記移動局に対して構成バージョン番号を提供する段階、
　前記構成バージョン番号と、基地局が操作するキャリア周波数に対応付けられている少
なくとも１つのキャリアインデックスを含む基地局マルチキャリア構成情報とを含むマル
チキャリア広告を送る段階
　を実行させるためのプログラム。
【請求項２】
　前記基地局に、
　ブロードキャストフラグがイネーブルされている場合に、前記ネットワーク内の全ての
キャリアインデックスについての構成情報を含むネットワークマルチキャリア構成情報を
有する前記マルチキャリア広告を送る段階をさらに実行させる請求項１に記載のプログラ
ム。
【請求項３】
　ネットワークマルチキャリア構成情報ブロードキャストを送る段階は、前記マルチキャ
リア広告を送った後に経過した期間がしきい値を越える場合には、前記ブロードキャスト
フラグをイネーブルする段階を含む請求項２に記載の物品。
【請求項４】
　前記移動局に対して前記構成バージョン番号を提供する段階は、事前プロビジョニング
処理、オーバー・ザ・エア・プロビジョニング処理、および、ユニキャスト処理のうちの
１以上によって前記移動局に対して前記構成バージョン番号を提供する段階を含む請求項
１に記載のプログラム。
【請求項５】
　前記基地局に、
　前記基地局が操作する、グローバルネットワーク構成情報によって定義されている前記
少なくとも１つのキャリアインデックスを含む近隣基地局広告を送る段階をさらに実行さ
せる請求項１に記載のプログラム。
【請求項６】
　前記少なくとも１つのキャリアインデックスは、前記少なくとも１つのキャリアインデ
ックスがグローバルネットワーク構成情報で定義されていることを含む請求項１に記載の
プログラム。
【請求項７】
　前記ネットワークマルチキャリア構成情報ブロードキャストはさらに、各キャリアイン
デックスに対応付けられているキャリア周波数の１以上のキャリア固有パラメータを含む
請求項２に記載のプログラム。
【請求項８】
　前記ネットワークマルチキャリア構成情報ブロードキャストはさらに、帯域幅およびデ
ュプレックスモードのうち１以上を含む請求項２に記載のプログラム。
【請求項９】
　前記基地局マルチキャリア構成情報ブロードキャストはさらに、プリアンブルインデッ
クスおよびメディアアクセス制御（ＭＡＣ）プロトコルのうち１以上を含む請求項１に記
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載のプログラム。
【請求項１０】
　前記基地局マルチキャリア構成情報はさらに、基地局識別情報を含む請求項１に記載の
プログラム。
【請求項１１】
　ネットワークを介した移動局への通信のために基地局によって複数のマルチキャリア広
告を生成する段階と、
　少なくとも１つのキャリアインデックスを含む基地局マルチキャリア構成情報を含む第
１のマルチキャリア広告を送る段階と、
　ブロードキャストフラグがイネーブルされている場合に、前記ネットワーク内の全ての
キャリアインデックスについての構成情報を含ネットワークマルチキャリア構成情報およ
び前記基地局広告を有する第２のマルチキャリア広告を送る段階と
　を備える方法。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つのキャリアインデックスは、前記基地局が利用しているキャリア周
波数に対応付けられている前記少なくとも１つのキャリアインデックスを含む請求項１１
に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ブロードキャストフラグは、前記第１のマルチキャリア広告を送った後の期間がし
きい値を超える場合に、イネーブルされる請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　事前プロビジョニング処理、オーバー・ザ・エア・プロビジョニング処理、および、ユ
ニキャスト処理のうち１以上を用いて、マルチキャリア構成情報および構成バージョン番
号を移動局に対して提供する段階をさらに備える請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記基地局がサポートしている、グローバルネットワーク構成情報によって定義されて
いる前記少なくとも１つのキャリアインデックスを含む近隣基地局広告を送る段階をさら
に備える請求項１１に記載の方法。
【請求項１６】
　ネットワーク内の移動局から通知を受信して、
　操作するキャリア周波数に対応付けられている、グローバルネットワーク構成情報によ
って定義されている少なくとも１つのキャリアインデックスを持つ基地局マルチキャリア
構成情報を含むマルチキャリア広告を送る基地局を備えるシステム。
【請求項１７】
　前記基地局はさらに、ブロードキャストフラグがイネーブルされている場合に、前記ネ
ットワーク内の全てのキャリアインデックスについての構成情報を含むネットワークマル
チキャリア構成情報を有する前記マルチキャリア広告を送る請求項１６に記載のシステム
。
【請求項１８】
　前記基地局がネットワークマルチキャリア構成情報ブロードキャストを送ることは、前
記マルチキャリア広告を送った後の期間がしきい値を越える場合に前記基地局が前記ブロ
ードキャストフラグをイネーブルすることを含む請求項１７に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記基地局はさらに、事前プロビジョニング処理、オーバー・ザ・エア・プロビジョニ
ング処理、および、ユニキャスト処理のうち１以上を用いて、マルチキャリア構成情報お
よび構成バージョン番号を移動局に対して提供する請求項１６に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記基地局は、デジタルディスプレイに接続されている入出力デバイスを有する請求項
１６に記載のシステム。
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